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初
め
に

徳
川
幕
府
、
吉
宗
将
軍
時
代
に
「
御
定
書
百
個
条
」
と
い
う
刑
法
が
明
文
化
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
、
流
刑
（
遠
島
）
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
江
戸
よ
り
流
罪
の
者
は
、
大
島
、
八
丈
島
、
三
宅
島
、
新
島
、
神
津
島
、
御
蔵
島
、
利
島
、
右
七
島
の
島
へ
遣
わ
す
。
京
、

大
坂
、
西
そ
の
国
、
中
国
よ
り
流
罪
の
分
は
、
薩
摩
、
五
島
の
島
々
、
隠
岐
国
、
壱
岐
国
、
天
草
郡
に
遣
わ
す
」

勿
論
そ
の
以
前
か
ら
流
罪
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
法
的
整
備
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
だ
。

流
罪
の
島
と
い
え
ば
、
伊
豆
諸
島
や
隠
岐
の
島
な
ど
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
が
、
な
ん
と
我
が
天
草
も
流
謫
地
で
あ
っ
た
。

天
草
島
に
初
め
て
流
人
が
流
さ
れ
て
来
た
の
は
、
１
６
５
５
年
（
明
暦
元
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
何
人
の
流
人
が
流
さ
れ
て

来
た
か
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
１
６
９
２
年
（
元
禄
五
年
）
に
は
、
高
野
山
争
論
で
、
行
人
僧
１
４
０
人
が
流
さ
れ
て
来
た
。
も
っ
と
も
こ
の
う
ち
８

人
は
天
草
に
着
く
前
に
死
亡
し
て
い
る
。

そ
の
後
か
な
り
の
人
数
が
流
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
正
確
な
人
数
は
不
明
の
よ
う
だ
。

そ
れ
ら
多
く
の
流
人
の
中
で
、
僅
か
だ
が
数
人
の
墓
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
墓
か
ら
、
彼
ら
の
ド
ラ
マ
を
み
る
事
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
今
日
で
は
記
録
が
乏
し
い
の
で
、
そ
の
ド
ラ
マ
の
内
容
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
で
き
る
範

囲
で
著
わ
し
て
み
た
。

で
き
れ
ば
も
っ
と
深
く
、
流
人
た
ち
の
村
で
の
生
活
の
様
子
や
村
人
と
の
交
わ
り
、
村
人
が
流
人
に
ど
う
接
し
た
か
、
或
い
は

島
抜
け
の
顛
末
な
ど
、
知
り
た
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
が
、
記
録
が
な
い
以
上
、
如
何
と
も
し
が
た
い
。

し
か
し
数
人
と
は
い
え
、
残
さ
れ
た
記
録
や
墓
石
か
ら
、
そ
の
様
子
を
ち
ょ
っ
と
覗
き
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
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